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２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
障
害
の
あ
る
人
は
、「
身
体
障
害
」「
知
的
障
害
」「
精
神
障
害
」の

３
つ
に
分
け
ら
れ
、障
害
の
種
別
ご
と
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。「
障
害
者
自
立
支
援
法
」は
、
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら

ず
サ
ー
ビ
ス
を
共
通
化
し
、
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

障
害
者
福
祉
は
、
障
害
が
あ
っ
て

も
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
施

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
１５

に
は
、
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す

る
「
措
置
制
度
」
か
ら
、
障
害
者
の

意
思
を
尊
重
し
、
障
害
者
自
ら
が
サ

ー
ビ
ス
や
事
業
者
を
選
ぶ
「
支
援
費

制
度
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

は
、
従
来
の
支
援
費
制
度
が
、
利
用

者
の
急
増
に
よ
る
財
源
不
足
や
、
地

域
間
の
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
拡
大
な

ど
の
問
題
が
生
ま
れ
た
め
に
、
新
た

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
法
律
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
自
己
負
担

の
仕
組
み
が
、
こ
れ
ま
で
の
収
入
や
課

税
状
況
に
着
目
し
た
負
担
の
仕
組
み

か
ら
サ
ー
ビ
ス
量
と
所
得
に
着
目
し

た
負
担
の
仕
組
み
（
１
割
の
定
率
負

担
と
、
所
得
に
応
じ
た
月
額
上
限
の

設
定
）に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
入
所
者
等
の
食
費
･

光
熱
水
費
等
の
実
費
負
担
も
見
直

さ
れ
ま
す
。
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低
所
得
の
人
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
）
に
配
慮
し
て
、
次
の
よ
う

な
軽
減
策
が
あ
り
ま
す
。
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
定
率
負

担
（
食
費
・
光
熱
費
を
除
く
利
用
者

負
担
）
は
、
所
得
に
応
じ
て
表
①
の

４
区
分
に
月
額
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
月
に
ど
れ

だ
け
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、
そ

れ
以
上
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�



�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�
�
�
�
�
�

　

入
所
施
設
（　

歳
以
上
）
や
グ
ル

２０

ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
場
合
、
預

貯
金
等
が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
、
定
率
負
担
の
個
別
減
免
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
１
カ
月
の
収
入
が

６
万
６
６
６
７
円
ま
で
の
場
合
は
、

利
用
者
負
担
は
な
く
、
こ
の
額
を
超

え
る
収
入（
年
金
や
工
賃
等
で
あ
れ

ば
、
３
０
０
０
円
を
控
除
し
た
も
の
）

が
あ
る
場
合
は
、
超
え
た
額
の　

％
５０

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は　

％
）を

１５

利
用
者
負
担
の
上
限
額
と
し
ま
す
。

　

※
個
別
減
免
の
対
象
と
な
る
に

は
、
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
住

民
票
を
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
人
で
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
障
害
者
施
設
な
ど
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
る
人
で
す
。
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

る
制
度
の
改
正
は
段
階
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
�
月
か
ら

は
、
自
立
支
援
医
療
の
実
施
や
利

用
者
負
担
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、

　

月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が

��変
わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
全
国
統
一
の
障
害
程
度

の
認
定
や
サ
ー
ビ
ス
決
定
に
新

し
く
設
置
さ
れ
る
審
査
会
が
関

わ
る
な
ど
、
客
観
的
基
準
に
沿
っ

た
支
給
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
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介
護
保
険
と
障
害
福
祉
で
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
の
場
合
は
、
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
優
先
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
を

受
け
て
い
る
人
で
も
介
護
保
険

に
な
い
障
害
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
な
る
場
合
は
利
用
で

き
ま
す
。
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社
会
福
祉
法
人
等（
１注
 

）が
提
供
す

る
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
施
行

後
３
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
、
収

入
や
資
産
が
一
定
以
下
（
表
②
）
で

あ
れ
ば
、
社
会
福
祉
法
人
が
実
施
す

る
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
１
つ
の
事
業
所
に
お

け
る
上
限
額
は
、
表
③
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
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同
じ
世
帯
の
中
で
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
複
数
い

る
場
合
な
ど
で
も
、
表
①
の
４
区
分

の
月
額
負
担
上
限
額
を
超
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
表
①
の
低
所
得
２
の
世

帯
で
、
２
人
以
上
の
人
が
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
世

帯
全
体
の
定
率
負
担
の
合
計
は
、
２

万
４
６
０
０
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。
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入
所
施
設
の
食
費
、
光
熱
水
費
の

実
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と

に
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

低
所
得
者
に
は
、　

歳
以
上
で
入
所

２０

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
、
光

熱
水
費
の
実
費
負
担
を
し
て
も
、
少

な
く
と
も
手
元
に
２
万
５
０
０
０
円

が
残
る
よ
う
に
補
足
給
付
が
行
わ

れ
ま
す
。
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こ
う
し
た
負
担
軽
減
策
を
講
じ

て
も
、
定
率
負
担
や
食
費
等
を
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
保
護
の
対

象
と
な
る
場
合
に
は
、
定
率
負
担

や
、
食
費
等
を
引
き
下
げ
生
活
保
護

の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

が
な
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

▽
精
神
障
害
者
の
自
立
支
援
医
療

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

…
健
康
増
進
課
健
康
増
進
第
１
係

（
�
�
０
２
６
７
）、
第
２
係
（
�
�

０
２
６
３
）

▽
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
の
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
（
�
�
０
２
６
４
）

月額負担
上限額

世帯の収入状況区　　分

０円生活保護受給世帯生活保護

１５,０００円
市民税非課税世帯で、サービスを利用す
るご本人の収入が８０万円以下の人

低所得１

２４,６００円

市民税非課税世帯で「低所得１」でない人

例）３人世帯で障害基礎年金１級受給の場合、 約
　　３００万円以下の収入
例）単身世帯で障害基礎年金以外の収入が約１２５
　　万円以下の収入

低所得２

３７,２００円市民税課税世帯一　　般

※所得を判断する際の世帯の範囲は、住民基本台帳での世帯が原則
ですが、住民票で同じ世帯となっていても税制と医療保険で被扶養
者でなければ、障害のある人とその配偶者を別世帯の扱いとするこ
とができます。

預貯金等（注２）収　　　入

３５０万円以下１５０万円以下単身世帯

４５０万円以下２００万円以下２人世帯

５５０万円以下２５０万円以下３人世帯

（注１）原則、社会福祉法人ですが、その地域（同一市町村内）にサービ
スを提供する社会福祉法人がない場合は、他の法人でも認めら
れます。

（注２）預貯金等の中から、一定の要件を満たす信託、個人年金等は
除かれます。

１つの事業所あたりの月額負担上限額

 ７,５００円低所得１

１２,３００円（通所施設利用の場合、７,５００円）低所得２

��
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社会福祉法人減免の対象となる収入･資産の状況

社会福祉法人減免後の利用者負担の上限額

利用者負担の月額上限額


